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 今月も当社の事例をご紹介したいと思います。 

今回は当社の事務所の床にde niroのグラッセを採用。 

勿論、屋内ですが、実は「土足」で使用しています。 

皆様から「え！」と言われそうですね。 

 施工したのは約4年前、多少の傷、単板の剥がれはありますが、 

気にせず、快適に仕事に励んでします。 

本来、「土足」の使用を断っている立場。 

従来の使い方からちょっと（？）冒険してみました。 

 皆様もお近くにお越しの際は、ぜひお立ち寄りください。 

「de niro」デニーロ 名前のなりたち（続き） 

お問合せは下記窓口まで 

お願いします！！ 
連絡先 

 

TEL 072-436-5769 

FAX 072-436-5759 
 

担当  多賀井・井原 

 こうしてデニーロは、いよいよ商品発売となりました。狙い通り、というべきかサンプルや 

カタログを手にしたお客様は、かすかな笑みをうかべながら「デニーロ」ってロバート・・・？ 

 確かにそうおっしゃっていただく方も多いのです。そこはご想像にお任せしますが、実は 

このロゴをご覧下さい。Dedicating natural inspire to your room（自然の息吹をあなたの 

お部屋に）の頭文字をとって、「de niro」です。イタリアンなテイストですが、和風モダンにも 

マッチしますよ。そういえば、かの有名なハリウッドスターも、場面に応じて変幻自在の 

役回りを演じられましたよね。 

『de niroのお便り』動画版も同時配信中！ 

動画も発信中！ 

 
de niroのお便り 

月刊 『de niroのお便り』 
ご挨拶 

 皆様、こんにちは！ 

木々の芽吹きに春を感じる季節になりましたが、如何、お過ごしでしょうか？ 

あらためましてセンエイの多賀井です。 

 3月は官公庁は勿論ですが、多くの会社も決算月ではないでしょうか？ 

そして、確定申告の月でもありますね。 

多くの皆様が忙しい日々を過ごされていると思います。 

 「ここはやはり、健康管理が一番！」 

十分な睡眠と栄養補給、そして適度な運動を心掛けたいですね。 

 と言う事で、今月号も気を引き締めて、いきたいと思います！ 

＊事務所内のde niroです。 
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国交省 『新しいイメージの既存住宅』の基準作成 

あとがき 

 今月も最後まで、お付き合いをしていただき、ありがとうございました。 

寒暖定まらぬ時期ですので、くれぐれもお風邪など引きませんようお気をつけて下さい。 

また、春の訪れが皆様のご成功の契機となりますよう、お祈りいたします。 

それでは、来月号もよろしくお願いします。 

 

 国土交通省は平成29年3月中に「新しいイメージの既存住宅の情報提供制度」を 

開始する予定です。不安を解消する為の一定の品質があり、必要な物件情報を 

開示している既存住宅を登録し、商標を付与して販売できるようにします。その 

主な要件は以下の通りです。                                                                                                   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 新制度の狙いは既存住宅の「汚い」といったイメージを払拭、国内の既存住宅の 

流通を活性化させる目的です。今後は一定の要件を満たす既存住宅の流通に 

取組む事業者団体を国が審査・登録をする方針で、制度の枠組みが決まり次第、 

団体の募集を募る予定です。 

 参考までに。 

カタログ請求は下記までお願いします。 

1 新耐震基準に適合していること。

2 建物状況検査（インスペクション）を実施、結果を開示すること。

3 構造上の不具合、雨漏りが認められないこと。

4 既存住宅売買瑕疵保険または同等の保証が付いていること。

5 水まわり、内外装の現況の写真を開示すること。

6 広告・商談時に消費者の要望に応じて、情報を開示すること。

～お詫び～ 

先月号の挨拶文で最後に脱文がありました。脱文した文書は以下の通りです。 

「と言う事で、今月号は気を引き締めて、いきたいと思います。」 

今後はより一層、校正の精度を上げ、この様な間違いがない情報誌を製作していくよう努力いたします。 


